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ふりがな しよるまいちいせき

収録遺跡 ショロマl遺跡

所在地 勇払郡厚真町字幌内93-1．2･3

市町村コード 01581

遺跡番号 81

北 緯 42
0

46
ノ

38
〃

東 経 142
○

0
ノ
14

〃

調査期間 2013年5月14日～2013年10月31日

調査面積 8,933㎡

調査原因 厚幌ダム建設

種 別 集落跡

主な時代 中世アイヌ文化期､擦文文化期､続縄文文化期､縄文時代早期～晩期。

主な遺構
中世アイヌ文化期:平地式住居跡1軒､集中区2カ所､灰集中2カ所､焼土3カ所擦文文化期:集中区
1カ所､士坑1基､焼土8ケ所､土器集中2カ所､縄文時代:竪穴住居跡16軒､士坑墓28基､士坑20基、
焼士24カ所､Tビｯﾄ50基､土器集中15カ所､礫集中9カ所

主な遺物
Ⅲ層:刀子､鍼､鉄鍋(内耳)、縫い針､擦文土器､石器､礫V層:土器(中茶路式､大麻V式､円筒
下層d式､北筒式､余市式)、石器､石製品､梶棒形石器

要 約

平成25年に行った調査範囲は遺跡の段丘南側8,933㎡で､アイヌ文化期は平地式住居跡1軒のほか金属製品
が25点とやや疎らな分布であった｡しかし､集中区lから出土した鉄鍋の形態から14世紀代と考えられ､中世段
階にあたる｡擦文文化期においては､南側低位面にかけて密な分布を示すが住居等は見つかっていない｡縄
文時代は前期後半から後期初頭にかけての竪穴式住居跡が16軒見つかり､厚真川上流域の集落構造が明ら
かとなってきた｡また、VSB-01からは中期末から後期初頭に帰属すると思われる｢梶棒形石器｣が2点出土して
いる｡本資料は上川･空知地方に多く分布し､交流､交易を示す資料として貴重な発見となった。



ー

厚真町シヨロマ1遺跡（1）

-厚幌ダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書12-

平成27年3月20日

厚真町教育委員会

〒059-1601北海道勇払郡厚真町京町165番地の1

(0145)-27-2321(代）

北海印刷株式会社

北海道室蘭市中島町4-12-15

(0143)-43-2121

発行日

編集・発行

電
印

話
刷


